









氏 名 (本 籍 )
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月 日
学位授与の要件
最 終 学 歴
博 士 (薬 学)
薬 第 533 号
平 成 22 年 9 月 3 日
学位規則第 4条第 2項該当
平 成 8 年 3 月 26 日
東北大学大学院薬学研究科
博士課程前期 2年の課程修了




論 文 審 査 委 員
????????
83



























































































































































































審 査 結 果 の 要 旨
疾病予防に役立つ天然成分の物質及び機能的知見を得ることは社会的に大きな意味を持つ｡本研究は,
野菜に含まれるカロテノイ ドに着目し,その分析と特異的なカロテノイ ドを含むトマト及び赤ピーマン
の新たな生理作用について検討を行なった｡
著者は,C30カロテノイ ドカラムを用いて日本の野菜70種類のカロテノイ ドの定量分析を行ない,ト
マトおよび金時ニンジンにはlycopene,赤ピーマンにはCapsanthinというカロテノイ ドが特異的に高い
濃度で含有される興味深い素材であることを明らかにした｡70種類もの野菜に含まれるカロテノイ ドの
一斉分析は国内では行なわれていない｡したがって,本成果は,今後のカロテノイ ド研究の重要なデー
タベースになり得ると考えられる｡
次いで,著者は,特有なカロテノイ ドが含まれる野菜であるトマトと赤ピーマンの生体調節作用を検
討し,さらに有効成分を探索した｡すなわち,トマトや赤ピーマンジュースの摂取による糖及び脂質に
関連する血中バイオマーカーや肝臓遺伝子発現-の影響をマウスを使って検討した｡その結果,赤ピー
マンジュースには血中HDL-コレステロール量の有意な上昇作用が確認された｡両ジュースの肝臓の遺
伝子発現の解析によると,トマトジュースではグリコーゲンの蓄積と脂肪酸酸化が促進されることが示
唆され,一方,赤ピーマンジュースでは糖や脂質の代謝全体が促進され,血中の脂質組成が改善される
ことが示された｡
次に,著者は赤ピーマンの活性成分の探索を行ない,Capsanthinを活性物質として同定した｡
Capsanthinは血中の総コレステロール, トリグリセリド濃度に顕著な影響を与えずにHDL-コレステ
ロール濃度を有意に上昇させた｡さらに肝臓中のHDL代謝の関連遺伝子の発現を分析したところ,
CapsanthinはapoA5の増加やLCAT活性の向上によりHDL粒子-のコレステロールの流入を促進するこ
とでHDL-コレステロール濃度に影響を与えている可能性が示されたo
薬食同源といわれるように,食材は我々の健康維持にとってきわめて大切である｡しかし,食材の機
能や有効成分の探索は十分に行われているとはいえないのが現状である｡本研究により,野菜の摂取は
正常な状態においても健康維持に有用な役割を有していることが示された｡本研究で得られた結果は,
予防医学からも,あるいは医薬品開発のためのリー ド化合物を探索からも極めて重要である｡
よって,本論文は博士 (薬学)の学位論文として十分に価値のあるものと判断されるので,合格と認
める｡
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